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はじめに                                

 平成２３年の東日本大震災では、多くの高齢者や障害者が犠牲となりました。

この教訓を踏まえ、平成２５年の災害対策基本法の改正により、市町村に避難行

動要支援者の名簿の作成が義務付けられました。令和３年５月の災害対策基本

法の改正においては、高齢者や障害者等の自ら避難することが困難な避難行動

要支援者（以下「要支援者」という）に対して、ひとりひとりの避難支援のため

の計画である個別避難計画（以下「計画」という）の作成が市町村の努力義務と

なりました。 

 計画の作成については、市、福祉専門職（介護支援専門員・相談支援専門員）、

社会福祉協議会、自主防災会、民生委員、町内会等が連携する必要があります。 

 

☆はじめて計画を作成される福祉専門職の方へ☆ 

計画の作成の取り掛かる前に、「個別避難計画について（入門編）」をご覧くだ

さい。なぜ計画の作成が必要なのか、計画作成の流れ、避難所開設のタイミング

など、計画を作成するうえで知っておくべきことが記載されています。 

           ※インターネットで「豊川市個別避難計画について」で検索 

 

ことばの説明                               

・避難行動要支援者 

 災害発生時に、何らかの理由により情報収集や安全な場所への自力避難が困

難で、第三者の支援が必要な方。 

 

・自主防災会 

 自らの地域を守るために、主に町内会単位で組織された団体。 

 

・マップあいち 

 愛知県が保有するさまざまな地理情報を電子地図の上にわかりやすく表示し

ているもの。 

インターネットで検索可能であり、個別避難計画の作成では、ハザードの確認

で活用する。操作方法については「マップあいち操作説明」（18 ページ）参照。 

 

・地域支援者 

 要支援者に対する普段からの見守りや、災害時に情報を伝えたり、一緒に避難

したりする等の支援に心がけていただく方。
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・指定避難所 

 自宅が被災された方や災害により帰宅が困難になった方が一時的に滞在する

ことを目的とした施設。 

 

・避難者台帳 

 自宅避難、車中避難を含む避難者の世帯の代表者が記入し、避難所に提出する

ことで避難者登録され、生活支援が受けられる。 

 

・高齢者等避難（警戒レベル３） 

 避難に時間を要する人（高齢者、障害者、妊産婦・乳幼児等）とその支援者が

安全な場所に避難することを促すために発令されるもの。 

 

・避難指示（警戒レベル４） 

 速やかに安全な場所に避難することを促すために発令されるもの。 

 

・緊急安全確保（警戒レベル５） 

 災害が実際に発生していることを把握した場合に、可能な範囲で発令される

もの。すでに災害が発生している状況であるため、命を守るための最善の行動を

とる必要がある。 

 

・内水氾濫（浸水害） 

 大雨等による地表水の増加に排水が追いつかず、用水路、下水溝などがあふれ

て氾濫したり、河川の増水や高潮によって排水が阻まれたりして、住宅や田畑が

水につかること。 

福祉専門職に依頼するまでの流れ（参考） 

＊同意確認までは市が行いますので、福祉専門職の方にしていただくことはあ

りません。 

 

①個別避難計画対象者をシステムから抽出 （４月上旬） 

②対象者へ個別避難計画作成の同意確認書を郵送 （５月上旬～下旬） 

③対象者から同意確認書が返送される      （６月末） 

④同意者の福祉専門職がどこの居宅介護支援事業所/相談支援事業所なのかを

調べる （７月上旬） 

⑤事業所との契約事務 （７月末～８月） 

⑥担当福祉専門職に計画作成依頼書を送付 （8 月～） 
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Ⅰ事前準備 

1．計画作成依頼書の内容確認                       

 要支援者が計画の作成について同意すると、市から福祉専門職へ「豊川市避難

行動要支援者個別避難計画作成依頼書」を送付します。 

 要支援者の地域支援者の情報、担当民生委員の情報など、計画を作成するうえ

で必要な情報が記載されていますので、内容を確認してください。 

※ 令和８年度より個別避難計画の様式に内水氾濫の記入が必要になります。

現状マップあいちでは内水氾濫の数値がわからないため、依頼書に要支援

者の内水氾濫の状況について記載しますので、確認してください。 

※ 内水氾濫については、あくまでシミュレーションです。計算上での結果に

なるので、雨の降り方次第で示した水深以上にも以下にもなります。また、

シミュレーション結果は下水道計画区域のみ（ほぼ市街化区域）です。そ

のため、計画区域外（市街化調整区域）の情報はありません。計画作成に

あたっては、あくまで参考としてください。 

 

2．市担当者の確認・訪問の日程調整                               

 個別避難計画作成には、1 件ずつ市の担当者がいます。市担当者から福祉専

門職へご挨拶を含めた連絡をし、初回面談の市の職員の同行について打ち合わ

せをさせていただきます。 

 市職員も初回面談に同行する場合、市職員とも日程調整をしてください。 

 

3．初回面談の準備                           

◯  様式のダウンロード 

  個別避難計画の様式は市のホームページ（「豊川市個別避難計画」で検索）、電

子連絡帳（ほいっぷ）からダウンロードできます。ダウンロードできない場合は

市担当者にご連絡ください。 

◯  ハザード情報の確認 

住居の詳細なハザード状況については、インターネットで「マップあいち」

を検索し確認します。マップあいちの検索方法については、「マップあいち操

作説明」（18 ページ）を参考にしてください。家屋の位置が特定できないな

ど、お困りの際は市担当者までご相談ください。 

確認した情報を計画の様式に記載し、面談の時に持っていきます。 

※ 計画作成にあたっては、必ず「マップあいち」で災害ごとにハザードの

情報を確認してください。ハザードの情報によって避難の要否や避難場

所が変わります。 
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◯  初回面談の準備 

初回面談に持っていくもの 

・ 個別避難計画様式（基本情報・ハザード情報を記載したもの） 

・ 豊川市避難行動要支援者個別避難計画作成依頼書 

  

個別避難計画イメージ 

 

すべての項
目にチェッ
ク 

水害は川ごとに
確認。浸水深も
記載。 
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Ⅱ要支援者・ご家族との面談 

１．ハザード情報の確認                         

 ハザードマップやマップあいちを使って、対象者宅のハザードの情報を要支

援者・ご家族と一緒に確認します。 

 

２．基本情報等の聞き取り                         

個別避難計画の様式に沿って基本情報や緊急連絡先等を聞き取ります。 

 

３．避難時に支援して欲しいこと、地域支援者の検討            

個別避難計画「支援が必要なこと」「支援の要否」を話し合います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域支援者に支援してもらいたいことがある場合地域支援者の選定が必要です 

・既に地域支援者の登録がある方は、現在まで 

関係性が続いているか、実際に支援を頼める 

か、要支援者・ご家族に確認してもらってく 

ださい。 

・地域支援者の登録がない場合、要支援者・ 

ご家族等に探してもらう必要があります。 

近所にお住まいの親戚の方 

日頃から挨拶やお裾分けをする間柄の方 

 などから頼める人を探します。 

地域支援者のお願いをする際は、「地域支援 

者になってください」（22 ページ）のチラ 

シを活用してください。 

チラシは HP、市の窓口で配布しています。 

・地域支援者が見つからない場合 

市担当者までご相談ください。自主防災会、 

民生委員等に相談し、情報提供させていただきます。 

個別避難計画イメージ 

 

チラシイメージ 
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４．避難先、避難方法の検討                       

 個別避難計画「避難先①」「避難先②」について考えます。災害区分ごとの

ハザードの情報に沿って「誰と、何を持って、どこに、どうやって避難する

か」を検討します。自宅に避難する場合は停電、断水の備えや安否確認の方法

を考える必要があります。自宅に避難する場合でも、指定避難所に避難者台帳

を提出すれば食事等の支援を受けることができます。避難者台帳の提出を地域

支援者にお願いすることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個別避難計画イメージ 

 

【地震】津波にチェック
がついたら自宅での避
難は危険 

【風水害】土砂災害に
チェックがついたら
自宅での避難は危険 

【風水害】河川ごとに
氾濫情報が出ます。ど
の河川が危険か確認し
てください。 
浸水深３ｍ未満なら自
宅の 2 階への避難も検
討できます。 
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避難場所設定の注意点 

・「豊川市避難所一覧」参照。「防災対策 202６」23 ページにも記載がありま

す。風水害時には開設されない避難所がありますので、注意してください。 

 

・避難先は必ずしも避難所とは限りません。親戚宅や知人宅等への事前避難が

可能な場合はそちらも検討しましょう。 

・地震の場合は一時的に公園や広場に避難することがありますが、そこは指定

避難所ではありません。在宅での生活が難しい場合に備えて、指定避難所等

への避難方法も検討しましょう。 

・指定避難所等への避難ルートは、実際に避 

難する際に避難場所や避難ルートを迷わな 

いように、複数箇所想定せず危険の少ない 

移動ルートを一ヵ所に絞りましょう。 

・在宅避難の場合は、「避難者台帳」を活用 

しましょう。指定避難所に提出することで 

避難者登録され、生活支援が受けられます。 

様式は、市ホームページからダウンロード 

が可能です（「豊川市避難者台帳」で検索）。 

「防災対策 202６」の裏表紙にも、様式が 

掲載されています。  
 

指定避難所の確認方法 
２３ページ 

オレンジの避難所が

風水害時に開設され

る避難所です 

 



8 

 

  
ハザードごとの避難方法の注意点 

《地震》 

・倒木やがれきで道路が塞がれている可能性があるため、車を使用しない避難

方法を検討しましょう。 

《土砂災害》 

・風水害時には開設されない避難所があります。「豊川市避難所一覧」参照。 

・垂直避難では土砂災害に巻き込まれる可能性があります。事前に自宅以外の

場所へ避難する計画を立てましょう。 

・事前に避難をする場合は、徒歩に限らず車での移動も検討できます。 

《風水害》 

・風水害時には開設されない避難所があります。「豊川市避難所一覧」参照。 

・事前に避難をする場合は、徒歩に限らず車での移動も検討できます。 

《津波》 

・ハザードの対象が津波の場合は、浸水深に関係なく津波の危険がない地点ま

で事前に避難することを検討しましょう。津波の場合は、５０cm の浸水深

であっても足元をすくわれる危険があり、家屋倒壊の危険もあります。 

・地震発生時の避難行動については、「【参考】地震発生時の避難行動フロー」

（23 ページ）参照。 

 

◆垂直避難検討の目安 

 ◇浸水深５０ｃｍ以下  

  自宅の１階で過ごして問題ありません。 

 ◇浸水深５０ｃｍ～１ｍ 

  ２階への垂直避難を検討してもよいでしょう。 

 ◇浸水深１～３ｍ 

  自宅の構造によっては２階への垂直避難でも命を守ることができる 

かもしれませんが、可能な限り自宅から避難する方法を検討しましょう。 

 ◇浸水深３ｍ以上 

  ２階まで浸水する恐れがあり、家屋が倒壊する危険性もあるため、 

垂直避難は適していません。 
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５．タイムラインの検討                                       

 個別避難計画「私の備え」 

台風は 3 日ほど前から情報が出る 

ため、避難するまでの自分の行動や 

家族・支援者との連絡の取り方等を 

考えます。 

 在宅避難する場合は、備蓄品の用 

意や停電、断水への備え、安否確認 

方法について考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・要支援者のことを知らない方が見てもわかるように、“誰が”とる行動 

なのかわかるように記載しましょう。 

・氾濫注意報、氾濫警報、氾濫危険警報の発令については、本市は豊川のみが対

象です。その他河川（音羽川、佐奈川、御津川、紫川）および内水については、

大雨注意報、大雨警報、大雨危険警報の発令に注意してください。 

  

個別避難計画イメージ 

 

要支援者の避難のタイミングは、
「高齢者等避難」発令時が基本で
す。「高齢者等避難」の時点では、
河川の増水は進んでおらず、氾濫が
予想される河川の橋を渡って避難
することも可能です。 



10 

 

Ⅲ個別避難計画（案）の作成 

１．個別避難計画（案）の作成                                       

要支援者・ご家族等との面談内容をもとに、計画（案）を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

個別避難計画「避難先①」「避難先②」避難経路の作成の仕方 

《手書きで経路を記載する》 

 「個別避難計画記入例」を参考に、自宅から避難先までの経路、目印になる

建物などを記載しましょう。 

《インターネットで Yahoo!地図、Google マップ、などを検索し、印刷》 

①Yahoo!地図、Google マップ等で自宅から避難先までの経路を検索 

②検索した自宅から避難先までの経路の図を印刷し、個別避難計画の避難経

路の枠に入るよう切り貼りする。 

③経路がわかるよう、矢印や“自宅”“避難先”など必要事項を記入する。 

《その他》 

「個別避難計画記入例」のようにイラスト等組み合わせて避難経路を作成して

いただくなど、方法は自由です。 

パソコンに表示された地図等の切り取り方法（29 ページ参照） 

 

個別避難計画イメージ 

 

 

指定避難所に避難する場合は、

開設される避難所かどうか確認 

誰とどうやって避難するか

記載 

災害区分ごとに避難場所は変わります 

【高潮、土砂災害、氾濫・大雨・内水】 

【津波、地震】は同じ避難所になること

が多いです 
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２．検討課題が残った場合                        

地域支援者に支援をお願いしたかったが、地域支援者が見つからなかった、本 

来自宅以外の場所へ避難することが望ましい状況だがやむを得ず在宅避難の計

画となった等、解決できない課題がある場合は、“現時点での最善策”となるよ

う計画を作成してください。 

検討課題が残った場合は、個別避難計画「今後の課題」欄に記載し、状況に 

変化があり課題がクリアできる状況になったら、計画の内容を更新しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．個別避難計画（案）を作成したら                    

計画（案）を作成したら、市担当者へ提出します (ほいっぷ、メール、窓口で

の提出等)。担当課で計画内容の確認を行い、避難方法や避難場所について助言

があれば福祉専門職の方へお伝えしますので、計画の内容に反映させてくださ

い。計画内容の検討期間は、２週間程度必要です。 

  

個別避難計画イメージ 

 



12 

 

Ⅳ地域調整会議 

支援方法や避難先等について関係者で確認することや、計画内容の最終確認

をすることを目的に地域調整会議を開催します。 

 

※ 地域調整会議の開催について迷われる場合は、市担当者までご相談くださ

い。 

 

 

 

１．地域調整会議開催の日程調整、場所の検討                         

会議の開催に向けて、日程と会議の開催場所の調整を行います。想定される地

域調整会議の出席者は、要支援者、ご家族、福祉専門職、地域支援者、民生委員、

自主防災会、市担当者等です。 

開催場所は要支援者の自宅が望ましいですが、要支援者やご家族の意向で自

宅での開催が難しい場合は、市担当者に相談してください。 

担当民生委員の連絡先は、計画作成依頼書に記載してあります。担当民生委員

には福祉専門職の方へ民生委員情報をお伝えすると伝えてあります。自主防災

会の出席が必要な場合は、市担当者から連絡を取ります。 

 

２．地域調整会議に持っていくもの                    

・ 個別避難計画（案） 人数分 

・ 「地域調整会議議事録」作成用のメモ用紙等 

議事録の様式は任意ですが、参考様式が市のホームページ（「豊川市個別避 

難計画 福祉専門職」で検索）、電子連絡帳（ほいっぷ）に掲載してあります。 
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３．会議当日                              

☆ 議事録を作成していただくため、会議の内容をメモしておいてください。 

 

① 地域調整会議の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

② 参加者自己紹介 

 

③ ○○さんの現在の状況説明 

（在宅避難の場合は、安全性確保（家具転倒の危険性など）についての確認

や助言などを行う） 

 

④ ○○さんの災害時の避難計画、地域支援者に支援してほしいことを説明し、 

地域支援者から了承をもらう。 

 

 

 

 

 

 

セリフ（参考） 

 みなさま、本日は○○さんの個別避難計画、地域調整会議のためお集まり

いただきありがとうございます。 

 個別避難計画というのは、○○さんが災害時にどこにどうやって避難する

か、どのような支援が必要かを事前に話し合い、計画を立てることで、実際

に災害が起きた時に安全に避難しようとするものです。 

個別避難計画の作成は豊川市からケアマネジャーなどの福祉専門職に委託

されます。私は豊川市から○○さんの個別避難計画の作成を委託された△△事

業所の□□です。 

本日は、ご本人の状況や災害時の避難方法、具体的に支援していただきたい

ことなどを皆さんで共有し、災害に備えたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

なお、今回お渡ししている個別避難計画書（案）は会議終了後に回収させて

いただき、後日完成したものを○○さん、市、地域支援者の方、民生委員、自

主防災会へ共有させていただきます。 

 

セリフ（参考） 

 地域支援者の方にお願いする避難の支援は、責任を伴うものではなく、あくまで

も可能な範囲での支援をお願いするものです。災害発生時は地域支援者自身とその

ご家族の安全を一番に考えて行動してください。地域支援者ご本人、ご家族の安全

が確保された上で、できる範囲で計画にある支援をお願いするものになります。 
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⑤ 避難訓練の実施を検討 

 計画の実効性を検証するための避難訓練の実施について、要支援者やご家族、

地域支援者、市の職員等と相談します。簡単な訓練であれば当日実施することも

できます。 

 訓練の実施は任意ですが、地域支援者がいる場合は訓練を行ったほうが地域

支援者の方の不安が軽くなると思います。 

 地域調整会議で避難訓練をすることが決まった場合は、市担当者が「避難訓練

実施計画書」を作成します。完成したら福祉専門職の方へ送付しますので、内容

を確認してください。避難訓練にサービス事業所等が参加される場合は、サービ

ス事業所等の担当者と連絡を取ってください。 

訓練実施後に行う反省会で、計画の内容に修正が必要になる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 連絡先等の交換等（必要時） 

 

⑦ 最後に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今まで行った避難訓練（例） 

・避難所まで地域支援者と一緒に歩いてみる 

・家の 2 階に垂直避難できるか、家族の支援で階段を登ってみる 

・集合住宅でエレベーターが止まった時に 1 階まで荷物を持って降りられるか、

リュックを背負って階段を降りてみる 

・避難所のトイレが使えるか、避難所の見学をする 

セリフ（参考） 

 みなさん、本日はありがとうございました。お配りした個別避難計画（案）は

回収させていただきます。今後、本日の話し合いの内容等を反映し、個別避難計

画の完成版を皆さんに送付させていただきます。計画がお手元に届きましたら、

個人情報になりますので、取り扱いに注意してください。また、みなさん災害時

だけでなく日頃から良好な関係を築いていただき、いざという時に連絡が取りあ

えるようにしていただきたいと思います。これで地域調整会議を終わります。本

日はありがとうございました。 
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Ⅴ個別避難計画（完成版）の作成 

１．地域調整会議の議事録・計画（完成版）の提出                        

地域調整会議で話し合われた内容や避難訓練での課題等をもとに計画（案）を

修正し、個別避難計画を完成させます。個別避難計画（完成版）を作成したら、

地域調整会議議事録とあわせて市へ提出します。担当課で個別避難計画の最終

確認を行います。必要に応じて内容の修正を依頼する場合があります。 

 

２．計画完成                              

市担当者より最終確認完了の連絡が入ったら、福祉専門職の方も複製を保管

し、担当者変更の際などは引継ぎを行ってください。完成版計画は、要支援者に

２部お渡しください。1 部は保管用、1 部は救急情報キット（冷蔵庫の中にある

緊急連絡先等が入った筒）の中に保管しておいてください。 

民生委員、自主防災会、地域支援者等には市から計画を郵送します。状況によ

っては、本人やその家族からのお渡しをお願いする場合があります。 

 

 

Ⅵ委託料の請求 

１．計画作成委託料の請求                            

 計画が完成したら、市へ計画作成委託料の請求書を提出しましょう。計画作成

委託料は、お一人につき７，０００円（税込）です。請求書は任意の様式、また

は「計画作成委託料請求書ひながた」（28 ページ）を使用し作成してください。

同事業所内で計画が完成した方が複数いる場合は、１枚の請求書でまとめてご

請求いただくことも可能ですが、請求漏れがないよう注意してください。請求書

は、計画作成から１ヵ月以内を目途に提出をお願いします。 
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Ⅶ個別避難計画の更新・引継ぎ・廃止 

１．個別避難計画の更新                             

完成した個別避難計画の更新が必要な場合は市担当者へご相談ください。 

更新の内容によって、委託料をお支払いする場合があります。 

 

計画の更新と委託料 

委託料の有無 更新の内容 委託料 

委託料あり 

既に作成した個別避難計画の修正業務のうち、次の

いずれかに該当するもの（原則として地域調整会議

を開催したものに限る。） 

①避難時に必要な支援の変更 

②地域支援者の変更（地域支援者の削除を含む） 

③避難場所の変更 

④避難方法の変更 

⑤今後の課題の変更 

⑥タイムラインの変更 

１件当たり 

７，０００円 

（税込） 

既に作成した個別避難計画の修正業務のうち、次の

いずれかに該当するもの（地域調整会議なし） 

①避難時に必要な支援の変更 

②避難場所の変更 

③避難方法の変更 

１件当たり 

３，５００円 

（税込） 

委託料なし 

①単に要介護度又は障害区分の変更を行った場合 

②計画内容に支障のない心身状況、サービス利用状

況、服薬内容又は医療機関（主治医）の変更を行っ

た場合 

③ハザード情報の変更を行った場合（避難方法等が

変わる場合を除く。） 

④その他電話番号や特記事項等、他に影響のない軽

微な修正等を行った場合 

 

 

２．個別避難計画の引継ぎ                             

 担当の福祉専門職が変わる場合は、必ず新しい担当の方に引継ぎをしてくだ

さい。 
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３．個別避難計画の廃止                          

要支援者が死亡、市外転出、施設入所、長期入院等により個別避難計画が不要

となった場合は速やかに市担当者へ連絡してください。
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Ⅷ資料編 1 マップあいち操作説明 

 

「マップあいち」操作説明 

 

１ Yahooや Googleなどで「マップあいち」を検索し、「マップあいち」のホームを開く。 

 

２ 次に「くらし・安全」をクリック。その後対象のマップを探しクリック。 

 ●豊川・豊川放水路・音羽川・佐奈川・御津川・紫川の洪水 → 「水害情報マップ」 

 ●高潮 → 「高潮浸水マップ」 

 ●土砂災害 → 「土砂災害情報マップ」 

 ●津波 → 「津波災害情報マップ」 
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●水害情報マップ 

（１）豊川・豊川放水路の浸水想定区域を調べる場合 

①「地図表示」の「国河川」の「＋」をクリック、「洪水浸水想定区域図」「想定最大規模

（Ｌ２）」の「豊川Ｌ２」、「豊川放水路Ｌ２」の２つに☑を入れて２河川同時に確認する。 

 

 ②河川名の横にある「＋」をクリックすると凡例が出ます。地図を拡大して、浸水想定

区域を確認してください。 

 ※豊川・豊川放水路は１つの河川として浸水深を判断する。 

 
 

 

 

（２）音羽川・佐奈川・御津川・紫川の浸水想定区域を調べる場合 

 ①「地図表示」の「県河川」の「＋」をクリック、「洪水浸水想定区域図」「想定最大規模

（Ｌ２）」の「音羽川流域Ｌ２」又は「佐奈川流域Ｌ２」又は「御津川流域Ｌ２」又は「紫

川流域Ｌ２」に☑を入れる。 

 ②河川名の横にある「＋」をクリックすると凡例が出ます。地図を拡大して、浸水想定

区域内を確認してください。 
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注：「豊川・豊川放水路」「音羽川」「佐奈川」「御津川」「紫川」それぞれ別々に該当を判

断しますので、複数の河川に☑が入っていないか、十分確認してください。特に、国河

川（豊川・豊川放水路）と県河川（音羽川・佐奈川・御津川・紫川）との重複に注意し

てください。また、全ての河川において「浸水想定区域」＝「想定最大規模（Ｌ２）」

で判断します。「計画規模（Ｌ１）」に☑を入れないよう注意してください。 

  



21 

 

●高潮浸水マップ 

①「地図表示」の「高潮」の「＋」をクリック、「高潮浸水想定区域図（水防法第 14条の

3）」にある「高潮浸水想定区域図（広域）」に☑を入れる。 

 ②「高潮浸水想定区域図（広域）」の横にある「＋」をクリックすると凡例が出ます。地

図を拡大して、浸水想定区域を確認してください。 

 

 

注：「高潮浸水想定区域図（広域）」で判断します。「高潮浸水予想図」に☑を入れないよう

注意してください。 
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●土砂災害情報マップ 

①地図表示の「土砂災害防止法に基づく指定区域」に☑を入れ、地図を拡大し「土砂災害

警戒区域」及び「土砂災害特別警戒区域」内の対象施設を確認してください。 

 

 

●津波災害情報マップ 

 ①「地図表示」の豊川市に☑を入れてください。地図を拡大し、津波災害警戒区域内の

対象施設及びその基準水位を確認してください。 

 

 



23 

 

Ⅷ資料編 2 地域支援者になってください（チラシ） 
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Ⅷ資料編 3 地震発生時の避難行動フロー 
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Ⅷ資料編４ 個別避難計画記載例 
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 Ⅷ資料編 5 パソコンに表示された地図等の切り取り方法 

１．切り取りをしたい画面を開きます （例として、マップあいちで豊川市役所付近の水害情

報を切り取りたいとします） 

 

２．キーボードの「Windows マークボタン＋Shift キー＋S キー」を同時に押します （画面が少

し暗くなります） 
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３．マウスの左ボタンを押したまま、切り取りたい範囲を選択し、選択したら左ボタンを離します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．画面が元の明るい色に戻ります（この時点で、選択した範囲が図としてコピーされています） 
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５．貼り付けたいワードやエクセルなどを開き、キーボードの「Ctrl キー＋V キー」を押すと、先

ほど選択した範囲が図として貼り付けできます 
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Ⅷ資料編 5 請求書ひな型 

                        令和  年  月  日  

 

 豊 川 市 長  殿 

 

事業所名 

請求者 所在地 

代表者名 

 

個別避難計画作成委託料請求書 

 

令和   年   月   件分として、下記金額を請求します。 

 

記 

 

１ 請 求 額        金          円 

                     

２ 内訳 

対象者名 内容 備考 

 □ 新規（7,000円） 
□ 更新（7,000円） 
□ 更新（3,500円） 

 

 □ 新規（7,000円） 
□ 更新（7,000円） 
□ 更新（3,500円） 

 

 □ 新規（7,000円） 
□ 更新（7,000円） 
□ 更新（3,500円） 

 

 

３ 振込口座 

金融機関名・支店名   

口座の種類  口座番号    

フリガナ 

口 座 名      
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計画を作成するうえでお困りのことがありましたら、 

いつでも障害福祉課または介護高齢課までご相談ください！ 

 

 

 

連絡先 

豊川市福祉部 障害福祉課 障害者支援係 

電話 0533-89-2131 

E-mail: shogaifukushi@city.toyokawa.lg.jp 

 

介護高齢課 高齢者支援係 

電話 0533-89-2105 

E-mail : kaigokorei@city.toyokawa.lg.jp 

 

FAX （両課共通）0533-89-2137 

 

 

 

 

mailto:shogaifukushi@city.toyokawa.lg.jp
mailto:kaigokorei@city.toyokawa.lg.jp

